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【 請 求 項 １ 】
　

　

【 請 求 項 ２ 】
　

　

　

【 請 求 項 ３ 】
　

デ ー タ を 記 憶 す る 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ と 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ の 書 き 込 み
ま た は 読 み 取 り を 選 択 す る 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ セ レ ク タ と 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の メ
モ リ へ の 書 き 込 み を 行 う 第 １ の 論 理 回 路 と 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ か ら の 読 み 取 り
を 行 い 出 力 を 行 う 第 ２ の 論 理 回 路 と 、

前 記 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ へ の 書 き 込 み と 読 み 取 り の 役 割 を 決 定 し 、 前 記 第 １ の 論 理
回 路 が 書 き 込 み を 終 了 し 、 か つ 前 記 第 ２ の 論 理 回 路 が 読 み 取 り を 終 了 し た 時 点 で 前 記 第 １
お よ び 第 ２ の メ モ リ の 役 割 を 入 れ 替 え る 手 段 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。

デ ー タ を 記 憶 す る 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ と 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ の 書 き 込 み
ま た は 読 み 取 り を 選 択 す る 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ セ レ ク タ と 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の メ
モ リ へ の 書 き 込 み を 行 う 第 １ の 論 理 回 路 と 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ か ら の 読 み 取 り
を 行 い 出 力 を 行 う 第 ２ の 論 理 回 路 と 、

前 記 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ へ の 書 き 込 み と 読 み 取 り の 役 割 を 決 定 し 、 前 記 第 １ の 論 理
回 路 が 書 き 込 み を 終 了 し 、 か つ 前 記 第 ２ の 論 理 回 路 が 読 み 取 り を 終 了 し た 時 点 で 前 記 第 １
お よ び 第 ２ の メ モ リ の 役 割 を 入 れ 替 え る 手 段 と 、

供 給 さ れ た 信 号 を 時 間 階 調 で 表 示 す る た め の 信 号 に 変 換 す る 手 段 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。

デ ー タ を 記 憶 す る 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ と 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ の 書 き 込 み



　

　

【 請 求 項 ４ 】
　

　
　
　
　

【 請 求 項 ５ 】
　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

【 請 求 項 ６ 】
　
　

表 示 部 と 基 板 上 に 一 体 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
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ま た は 読 み 取 り を 選 択 す る 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ セ レ ク タ と 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の メ
モ リ へ の 書 き 込 み を 行 う 第 １ の 論 理 回 路 と 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ か ら の 読 み 取 り
を 行 い 出 力 を 行 う 第 ２ の 論 理 回 路 と 、

前 記 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ へ の 書 き 込 み と 読 み 取 り の 役 割 を 決 定 し 、 前 記 第 １ の 論 理
回 路 が 書 き 込 み を 終 了 し 、 か つ 前 記 第 ２ の 論 理 回 路 が 読 み 取 り を 終 了 し た 時 点 で 前 記 第 １
お よ び 第 ２ の メ モ リ の 役 割 を 入 れ 替 え る 手 段 と 、

同 期 信 号 が 入 力 さ れ た 時 点 で 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ の 役 割 が 入 れ 替 わ っ て い る 場
合 に 前 記 第 １ の 論 理 回 路 を 書 き 込 み 状 態 に す る 手 段 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。

デ ー タ を 記 憶 す る 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ と 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ の 書 き 込 み
ま た は 読 み 取 り を 選 択 す る 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ セ レ ク タ と 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の メ
モ リ へ の 書 き 込 み を 行 う 第 １ の 論 理 回 路 と 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ か ら の 読 み 取 り
を 行 い 出 力 を 行 う 第 ２ の 論 理 回 路 と 、

同 期 信 号 を 表 す 第 １ の 信 号 と 、
前 記 第 １ の 論 理 回 路 の 状 態 を 表 す 第 ２ の 信 号 と 、
前 記 第 ２ の 論 理 回 路 の 状 態 を 表 す 第 ３ の 信 号 と 、
前 記 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ へ の 書 き 込 み と 読 み 取 り の 役 割 を 決 定 し 、 前 記 第 １ の 論 理

回 路 が 書 き 込 み を 終 了 し 、 か つ 前 記 第 ２ の 論 理 回 路 が 読 み 取 り を 終 了 し た 時 点 で 反 転 し 前
記 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ の 役 割 を 入 れ 替 え る 第 ４ の 信 号 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。

デ ー タ を 記 憶 す る 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ と 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ の 書 き 込 み
ま た は 読 み 取 り を 選 択 す る 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ セ レ ク タ と 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の メ
モ リ へ の 書 き 込 み を 行 う 第 １ の 論 理 回 路 と 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ か ら の 読 み 取 り
を 行 い 出 力 を 行 う 第 ２ の 論 理 回 路 と 、

同 期 信 号 を 表 す 第 １ の 信 号 と 、
前 記 第 １ の 論 理 回 路 の 状 態 を 表 す 第 ２ の 信 号 と 、
前 記 第 ２ の 論 理 回 路 の 状 態 を 表 す 第 ３ の 信 号 と 、
前 記 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ へ の 書 き 込 み と 読 み 取 り の 役 割 を 決 定 し 、 前 記 第 １ の 論 理

回 路 と 前 記 第 ２ の 論 理 回 路 の 状 態 に よ っ て 反 転 し 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ の 役 割 を 入
れ 替 え る 第 ４ の 信 号 と 、
を 有 し 、

前 記 第 ２ の 信 号 は 、 前 記 第 １ の 論 理 回 路 が 書 き 込 み を 終 了 し た 時 点 で 第 ２ の 状 態 に な り
、

前 記 第 ３ の 信 号 は 、 前 記 第 １ の 論 理 回 路 が 書 き 込 み を 終 了 し た 時 点 で 第 ２ の 状 態 に な り
、 前 記 第 ２ の 論 理 回 路 が 読 み 取 り を 終 了 し た 時 点 で 第 １ の 状 態 に な り 、

前 記 第 ４ の 信 号 は 、 前 記 第 ３ の 信 号 が 前 記 第 ２ の 状 態 か ら 前 記 第 １ の 状 態 に な る タ イ ミ
ン グ で 反 転 し 、

前 記 第 ２ の 信 号 は 、 前 記 第 １ の 信 号 が 入 力 さ れ た 時 点 で か つ 前 記 第 ４ の 信 号 が 反 転 さ れ
て い る 場 合 に 第 １ の 状 態 に な り 、

前 記 第 ２ の 信 号 が 前 記 第 １ の 状 態 の と き に 前 記 第 １ の 論 理 回 路 は 書 き 込 み 状 態 に な る こ
と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。

請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ の い ず れ か 一 項 に お い て 、
前 記 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ と 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ へ の 書 き 込 み を 行 う 第 １ の

論 理 回 路 と 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ か ら の 読 み 取 り を 行 い 出 力 を 行 う 第 ２ の 論 理 回 路
が

点 灯 時 間 の 長 さ で 階 調 を 表 現 す る 表 示 装 置 に お い て 、



　

　

　
　

　

【 請 求 項 ８ 】
　
　

【 請 求 項 ９ 】
　
　

【 請 求 項 １ ０ 】
　 点 灯 時 間 の 長 さ で 階 調 を 表 現 す る 表 示 装 置 に お い て 、
　 供 給 さ れ た デ ー タ を 時 間 階 調 で 表 示 す る た め の 信 号 に 変 換 す る 制 御 回 路 を 備 え 、
　 前 記 制 御 回 路 は 、
　 ー タ を 記 憶 す る 第 １ の メ モ リ 及 び 第 ２ の メ モ リ と 、
　 記 第 １ の メ モ リ 又 は 前 記 第 ２ の メ モ リ 書 き 込 み 装 置 と 、
　 前 記 第 １ の メ モ リ 又 は 前 記 第 ２ の メ モ リ 出 力 を 行 う 読 み 取 り 装 置
と 、
　 前 記 書 き 込 み 装 置 と 前 記 読 み 取 り 装 置 の 状 態 か ら 前 記 第 １ の メ モ リ 及 び 前 記 第 ２ の メ モ
リ へ の 書 き 込 み 及 び 読 み 取 り の 役 割 を 決 定 す る 手 段 と 、
　 前 記 第 １ の メ モ リ 又 は 前 記 第 ２ の メ モ リ へ の 書 き 込 み を 選 択 す る 書 き 込 み 用 メ モ リ セ レ
ク タ 前 記 第 １ の メ モ リ 又 は 前 記 第 ２ の メ モ リ か ら の 読 み 取 り を 選 択 す る 出 力 用 メ モ リ
セ レ ク タ と を 備 え 、
　 前 記 メ モ リ へ の 書 き 込 み 及 び 読 み 取 り の 役 割 を 決 定 す る 手 段 は 、
　 前 記 書 き 込 み 装 置 が 前 記 書 き 込 み 用 セ レ ク タ の 選 択 す る 前 記 第 １ の メ モ リ 又 は 前
記 第 ２ の メ モ リ へ の 書 き 込 み を 終 了 し 、 且 つ 前 記 読 み 取 り 装 置 が 前 記 出 力 用 セ レ ク
タ の 選 択 す る 前 記 第 １ の メ モ リ 又 は 前 記 第 ２ の メ モ リ か ら 読 み 取 り を 時 点 で 、 前
記 書 き 込 み 用 メ モ リ セ レ ク タ 及 び 出 力 用 メ モ リ セ レ ク タ が 選 択 す る 前 記 第 １ の メ モ リ 及 び
前 記 第 ２ の メ モ リ を 切 り 替 え る 回 路 と 、
　 前 記 書 き 込 み 用 メ モ リ セ レ ク タ 及 び 前 記 出 力 用 メ モ リ セ レ
ク タ が 選 択 す る 前 記 第 １ の メ モ リ 及 び 前 記 第 ２ の メ モ リ を 切 り 替 え て い た 場 合 に 、 前 記 書
き 込 み 装 置 を 書 き 込 み の 状 態 に す る 回 路 と 、
　 を 備 え る こ と で 前 記 書 き 込 み 装 置 と 前 記 読 み 取 り 装 置 の 同 期 を 取 る こ と を 特 徴 と す る 表
示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 点 灯 時 間 の 長 さ で 階 調 を 表 現 す る 表 示 装 置 に お い て 、
　 供 給 さ れ た デ ー タ を 時 間 階 調 で 表 示 す る た め の 信 号 に 変 換 す る 制 御 回 路 を 備 え 、
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デ ー タ を 記 憶 す る 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ と 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ の 書 き 込 み
ま た は 読 み 取 り を 選 択 す る 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ セ レ ク タ と 、 書 き 込 み 装 置 と 、 読 み 取
り 装 置 と 、

前 記 書 き 込 み 装 置 と 前 記 読 み 取 り 装 置 の 状 態 か ら 前 記 第 １ お よ び 前 記 第 ２ の メ モ リ へ の
書 き 込 み と 読 み 取 り の 役 割 を 決 定 す る 手 段 と 、 を 有 し 、

前 記 メ モ リ へ の 書 き 込 み と 読 み 取 り の 役 割 を 決 定 す る 手 段 は 、
前 記 書 き 込 み 装 置 が 前 記 第 １ の メ モ リ ま た は 前 記 第 ２ の メ モ リ へ の 書 き 込 み を 終 了 し 、

且 つ 前 記 読 み 取 り 装 置 が 前 記 第 １ の メ モ リ ま た は 前 記 第 ２ の メ モ リ か ら 読 み 取 り を 終 了 し
た 時 点 で 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ セ レ ク タ が 選 択 す る 前 記 第 １ の メ モ リ お よ び 前 記
第 ２ の メ モ リ を 切 り 替 え る 回 路 と 、

同 期 信 号 が 入 力 さ れ た 時 点 で 前 記 第 １ の メ モ リ お よ び 前 記 第 ２ の メ モ リ を 切 り 替 え て い
た 場 合 に 、 前 記 書 き 込 み 装 置 を 書 き 込 み の 状 態 に す る 回 路 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。

請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ７ の い ず れ か 一 項 に お い て 、
前 記 第 １ の メ モ リ セ レ ク タ は 前 記 第 １ の メ モ リ ま た は 前 記 第 ２ の メ モ リ へ の 書 き 込 み を

選 択 し 、 前 記 第 ２ の メ モ リ セ レ ク タ は 前 記 第 １ の メ モ リ ま た は 前 記 第 ２ の メ モ リ へ の 読 み
取 り を 選 択 す る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。

請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ７ の い ず れ か 一 項 に お い て 、
前 記 第 １ の メ モ リ セ レ ク タ は 前 記 第 １ の メ モ リ へ の 書 き 込 み ま た は 読 み 取 り を 選 択 し 、

前 記 第 ２ の メ モ リ セ レ ク タ は 前 記 第 ２ の メ モ リ へ の 書 き 込 み ま た は 読 み 取 り を 選 択 す る こ
と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。

デ
前 へ の 書 き 込 み を 行 う

か ら の 読 み 取 り を 行 い

及 び
、

メ モ リ
メ モ リ

終 了 し た

同 期 信 号 が 入 力 さ れ た 時 点 で



　 前 記 制 御 回 路 は 、
　 ー タ を 記 憶 す る 第 １ の メ モ リ 及 び 第 ２ の メ モ リ と 、
　 前 記 第 １ の メ モ リ 又 は 前 記 第 ２ の メ モ リ 書 き 込 み 装 置 と 、
　 前 記 第 １ の メ モ リ 又 は 前 記 第 ２ の メ モ リ 出 力 を 行 う 読 み 取 り 装 置
と 、
　 前 記 書 き 込 み 装 置 と 前 記 読 み 取 り 装 置 の 状 態 か ら 前 記 第 １ の メ モ リ 及 び 前 記 第 ２ の メ モ
リ へ の 書 き 込 み 及 び 読 み 取 り の 役 割 を 決 定 す る 手 段 と 、
　 前 記 第 １ の メ モ リ へ の 書 き 込 み 又 は 読 み 取 り を 選 択 す る 第 １ の メ モ リ セ レ ク タ 前 記
第 ２ の メ モ リ へ の 書 き 込 み 又 は 読 み 取 り を 選 択 す る 第 ２ の メ モ リ セ レ ク タ と を 備 え 、
　 前 記 メ モ リ へ の 書 き 込 み 及 び 読 み 取 り の 役 割 を 決 定 す る 手 段 は 、
　 前 記 第 １ メ モ リ セ レ ク タ に よ り 書 き 込 み が 選 択 さ れ た メ
モ リ へ の 書 き 込 み を 終 了 し 、 且 つ 前 記 第 １ メ モ リ セ レ ク タ に よ り 読 み 取 り が 選
択 さ れ た メ モ リ か ら 前 記 読 み 取 り 装 置 が 読 み 取 り を 終 了 し た 時 点 で 、
前 記 第 １ の メ モ リ セ レ ク タ 及 び 前 記 第 ２ の メ モ リ セ レ ク タ が 選 択 す る 前 記 第 １ の メ モ リ 及
び 前 記 第 ２ の メ モ リ を 切 り 替 え る 回 路 と 、
　 前 記 第 １ の メ モ リ セ レ ク タ 及 び 前 記 第 ２ の メ モ リ セ レ ク タ
が 選 択 す る 前 記 第 １ の メ モ リ 及 び 前 記 第 ２ の メ モ リ を 切 り 替 え て い た 場 合 に 、 前 記 書 き 込
み 装 置 を 書 き 込 み の 状 態 に す る 回 路 と 、
　 を 備 え る こ と で 前 記 書 き 込 み 装 置 と 前 記 読 み 込 み 装 置 の 同 期 を 取 る こ と を 特 徴 と す る 表
示 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　
　 メ モ リ と 、 映 像 信 号 を シ リ ア ル か ら パ ラ レ ル に
変 換 す る 変 換 回 路 と 、 第 １ の ス イ ッ チ と 第 ２ の ス イ ッ チ を 有 し 、
　 前 記 映 像 信 号 は 前 記 変 換 回 路 に よ っ て パ ラ レ ル に 変 換 さ れ た の ち 前 記 第 １ の ス イ ッ チ を
介 し て 前 記 第 １ の メ モ リ ま た は 前 記 第 ２ の メ モ リ に 入 力 さ れ 、 前 記 第 １ の メ モ リ ま た は 前
記 第 ２ の メ モ リ の 出 力 信 号 は 前 記 第 ２ の ス イ ッ チ を 介 し て デ ィ ス プ レ イ に 入 力 さ れ る 事 を
特 徴 と す る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 に お い て 、
　 前 記 メ モ リ を Ｆ Ｐ Ｃ 上 に 実 装 す る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 に お い て 、
　 前 記 メ モ リ を 基 板 上 に 実 装 す る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 の い ず れ か 一 に 記 載 の 表 示 装 置 を 用 い た 電 子 機 器 。
【 請 求 項 １ ６ 】
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デ
へ の 書 き 込 み を 行 う
か ら の 読 み 取 り を 行 い

及 び
、

又 は 第 ２ の 前 記 第 １ 又 は 第 ２ の
又 は 第 ２ の

前 記 第 １ 又 は 第 ２ の

同 期 信 号 が 入 力 さ れ た 時 点 で

請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 １ １ の い ず れ か 一 項 に お い て 、
前 記 デ ー タ を 記 憶 す る 第 １ お よ び 第 ２ の

請 求 項 １ ２ の い ず れ か 一 項

請 求 項 １ ２ の い ず れ か 一 項

１ ４

デ ー タ を 記 憶 す る 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ と 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ の 書 き 込 み
ま た は 読 み 取 り を 選 択 す る 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ セ レ ク タ と 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の メ
モ リ へ の 書 き 込 み を 行 う 第 １ の 論 理 回 路 と 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ か ら の 読 み 取 り
を 行 い 出 力 を 行 う 第 ２ の 論 理 回 路 と 、

同 期 信 号 を 表 す 第 １ の 信 号 と 、
前 記 第 １ の 論 理 回 路 の 状 態 を 表 す 第 ２ の 信 号 と 、
前 記 第 ２ の 論 理 回 路 の 状 態 を 表 す 第 ３ の 信 号 と 、
前 記 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ へ の 書 き 込 み と 読 み 取 り の 役 割 を 決 定 し 、 前 記 第 １ の 論 理

回 路 と 前 記 第 ２ の 論 理 回 路 の 状 態 に よ っ て 反 転 し 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ の 役 割 を 入
れ 替 え る 第 ４ の 信 号 と 、
を 有 し 、

前 記 第 ２ の 信 号 は 、 前 記 第 １ の 論 理 回 路 が 書 き 込 み を 終 了 し た 時 点 で 第 ２ の 状 態 に な り
、



　

　

　

　

【 請 求 項 １ ７ 】
　 第 １ の 信 号 乃 至 第 の 信 号

を 備 え 、 供 給 さ れ た デ ー タ を 時 間 階 調 で 表 示 す る た め の デ ー タ に 変 換 す る 制 御 回 路
を 有 し 、 点 灯 時 間 の 長 さ で 階 調 を 表 現 す る 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 で あ っ て 、
　
　 前 記 第 の 信 号 は 前 記 書 き 込 み 装 置 の 状 態 を 表 し 、
　 前 記 第 の 信 号 は 前 記 読 み 取 り 装 置 の 状 態 を 表 し 、
　 前 記 第 の 信 号 は 前 記 第 １ の メ モ リ 及 び 前 記 第 ２ の メ モ リ へ の 書 き 込 み と 読 み 取 り の 役
割 を 決 定 し 、 前 記 第 の 信 号 及 び 前 記 第 の 信 号 反 転 し て 前 記 第 １ の メ モ
リ 及 び 前 記 第 ２ の メ モ リ の 役 割 を 入 れ 替 え 、
　 前 記 第 の 信 号 は 前 記 第 の 信 号 の 保 持 を 行 い 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の メ モ リ は そ れ ぞ れ 書 き 込 み と 読 み 取 り の 役 割 が 与 え ら れ 、
　 前 記 第 の 信 号 を 前 記 読 み 取 り 装 置 に 、 ま た 前 記 第 の 信 号 を 前 記 書 き 込 み 装 置 に 随 時
入 力 し 、
　 前 記 書 き 込 み 装 置 が 書 き 込 み を 行 っ て い る 状 態 前 記 第 の 信 号 第 １ の 状 態 と な
り 、 記 第 ４ の 信 号 は 反 転 さ れ ず 、 前 記 第 の 信 号 は 前 記 第 の 信 号 の 状 態 を 上 書 き し 、
　 前 記 書 き 込 み 装 置 が 待 機 状 態 前 記 第 の 信 号 第 ２ の 状 態 に
な り 、
　

前 記 第 ４ の 信 号 が 反 転 し て 、 前 記 第 １ の メ モ リ 及 び 前
記 第 ２ の メ モ リ の 書 き 込 み と 読 み 取 り の 役 割 が 入 れ 替 わ り
　 前 記 第 の 信 号 と 前 記 第 の 信 号 と の 比 較 を 行 い 、

前 記 第 の 信 号 を 第 １ の 状 態 に 戻
す こ と で 前 記 書 き 込 み 装 置 は 書 き 込 み を 開 始 し 、
　 れ ら 一 連 の 動 作 に よ っ て 、 読 み 取 り 装 置 及 び 書 き 込 み 装 置 の 同 期 を 取 る こ と を 特 徴 と
す る 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
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前 記 第 ３ の 信 号 は 、 前 記 第 １ の 論 理 回 路 が 書 き 込 み を 終 了 し た 時 点 で 第 ２ の 状 態 に な り
、 前 記 第 ２ の 論 理 回 路 が 読 み 取 り を 終 了 し た 時 点 で 第 １ の 状 態 に な り 、

前 記 第 ４ の 信 号 は 、 前 記 第 ３ の 信 号 が 前 記 第 ２ の 状 態 か ら 前 記 第 １ の 状 態 に な る タ イ ミ
ン グ で 反 転 し 、

前 記 第 ２ の 信 号 は 、 前 記 第 １ の 信 号 が 入 力 さ れ た 時 点 で か つ 前 記 第 ４ の 信 号 が 反 転 さ れ
て い る 場 合 に 第 １ の 状 態 に な り 、

前 記 第 １ 乃 至 第 ４ の 信 号 に よ っ て 、 前 記 第 １ の 論 理 回 路 と 前 記 第 ２ の 論 理 回 路 と の 同 期
を 取 る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。

５ と 、 第 １ お よ び 第 ２ の メ モ リ と 、 書 き 込 み 装 置 と 、 読 み 取 り
装 置 と

前 記 第 １ の 信 号 は 同 期 信 号 を 表 し 、
２
３
４

２ ３ の 状 態 に よ っ て

５ ４

２ ３

で は 、 ２ は
前 ５ ４

で は 、 ２ 及 び 前 記 第 ３ の 信 号 は

前 記 書 き 込 み 装 置 が 待 機 状 態 で か つ 前 記 読 み 取 り 装 置 が 読 み 取 り を 終 了 し た 時 点 で 、 前
記 第 ３ の 信 号 は 第 １ の 状 態 と な り 、

、
前 記 第 １ の 信 号 が 入 力 さ れ た 時 点 で ５ ４

前 記 第 ５ の 信 号 と 前 記 第 ４ の 信 号 が 異 な っ て い る 場 合 に ２
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